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第63回日本公衆衛生学会総会からのお知らせ

【日本医師会認定産業医制度基礎後期・生涯専門研修会の単位を取得希望の方へ】

本学会総会に関連して，10月28日（木）にあります「シンポジウム 3」と「教育講演 4」を

受講されますと上記単位を取得できます。今回の認定は，産業医学研修手帳に直接「証明印」

を押しますので，希望される方は，当日「産業医学研修手帳」をご持参頂きますようお願いし

ます。なお，今回，始めて取得を希望される方は，予め，所属医師会にご相談の上，日本医師

会認定産業医の申請をして手帳を取得しておいて下さい。（医師会に入会していない医師の場

合は，勤務地のある都道府県医師会となります。）
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個人を直接対象にする研究を行う場合は，研究者は対

象者に研究目的，研究方法，対象者に協力を依頼したい

内容，さらに研究協力は自由意思であり，拒否すること

よって対象者が不利益にならない事の保障等について，

これらを文章と口頭で説明する。その後，対象者が研究

に参加するかどうかの判断を行い，研究に参加するとい

う意思がある場合は同意書に署名し，そこで始めて研究

協力へのインフォムド・コンセントが成立し，研究が開

始される。アンケート調査のように直接対象者と接しな

いで，特定の集団やグループを研究対象とする場合，そ

のグループ構成員についての情報を管理している責任者

に対して，個人の場合と同様に研究協力へのインフォム

ド・コンセントを得た後に，研究対象者として選定され

た理由と経緯をアンケート回答依頼者に説明し，研究が

開始される。このように研究開始前の準備に多くの時間

と労力が研究者には必要であるが，研究対象者が研究の

概要を理解して，自分の意思で研究に協力してデータを

提供することになれば，研究データの精度，信頼度は高

くなり，さらに得られた研究成果を人々が自分の健康問

題解決への手段として活用していただけるのではないか

と思う。これら研究協力へのインフォムド・コンセント

の基本手順をいくつか飛ばして，データ収集時に，初め

て研究協力依頼を説明し，研究対象者は研究の中での自

分の役割・立場を理解しないまま，研究対象者になって

いる様な投稿論文については，しばしば査読担当者から

倫理的配慮に関する事項が不足していますという所見が

記述されている。学会誌には原稿枚数制限があるため

に，実施した倫理的配慮事項をすべてかくことは不可能

であっても，対象者の欄で「研究の趣旨を説明し同意が

得られた」という文章だけでなく，「倫理的配慮」とい

う項目を設けて具体的に記述する事も必要ではないかと

思う。 （小西美智子）
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